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⑴　仕事　力を加えて物体を動かしたときの作業量。

　　　仕事〔Ｊ〕＝力の大きさ〔Ｎ〕×力の向きに動かした距
きょ

離
り

〔ｍ〕

　＊�　仕事の単位　ジュール（記号Ｊ）。物体を１Ｎの力で力の向きに１ｍ
動かしたときの仕事の大きさが１Ｊである。

⑵　物体を持ち上げる仕事　重力に逆らって物体を持ち上げる。
　→　重力とつり合う上向きの力を加え続ける。
⑶　水平面上で物体を動かす仕事　摩

ま

擦
さつ

力に逆らって物体を引く。
　→　摩擦力とつり合う力を面に沿って加え続ける。
　＊　台車やころを使って摩擦力を小さくすれば，仕事を小さくできる。
⑷　仕事をしていない場合
　●　物体に力を加えても物体が動かない場合。
　●　手で物体を支えたまま動かない場合。
　●　物体に加わる力と物体の移動の向きが垂

すい

直
ちょく

な場合。

【方法】　おもりを直接持ち上げたときの仕事と，動
どう

滑
かっ

車
しゃ

を使っておもりを持ち上げたときの仕事
を求める。

【結果】　
①　直接持ち上げたときよりも，動滑車を使った方が力は小さかった。
②　糸を引き上げた距離は，直接持ち上げた距離よりも長くなった。

動滑車

N

引き上げた
距離

引き上げた
距離

スタンド
の支持棒

10cm10cm

? N?

　　　　　　　次の問いに答えなさい。
□⑴　「力の大きさ」と「力の向きに動かした距離」の積で表される，力を加えて物体を動かしたとき

の作業量を何といいますか。� 　　　　　　　　　　　　
□⑵　⑴の単位は何ですか。� 　　　　　　　　　　　　
□⑶　台車やころを使って，小さくすることのできる力は何ですか。� 　　　　　　　　　　　　

　　　　滑
かっ

車
しゃ

のはたらき実 験

⑴　定
てい

滑
かっ

車
しゃ

　力の大きさは変えず，力の向きを変えるはたらきをする。

10N

重力 10N

1kg

ゆっくり 1m
持ち上げる。

▼重力に逆らって持ち上げる

仕事〔J〕＝10N×1m＝10J

ゆっくり 1m
引く。

摩擦力 10N 10N

▼摩擦力に逆らって引く

おもりを持ち上げる高さに目印
をつけておく。

▼重力に逆らって持ち上げる

▼摩擦力に逆らって引く

仕事〔J〕＝10N×1m＝10J

ジュール(Ｊ)
仕事

摩擦力

教科書

仕事とエネルギー⑴
P.40~47第１章  運動とエネルギー

5

1確認問題

学習1

学習2

仕事の大きさ

仕事の原理
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62　理科３年／　学

⑴�　仕事率　１秒当たりの仕事の大きさ。仕
事の能率を表す。

　　　仕事率〔Ｗ〕＝

　＊�　仕事率の単位　ワット（記号Ｗ）。１秒
当たりに１Ｊの仕事をしたときの仕事率
が１Ｗである。

　　　１Ｗ＝ ＝１Ｊ/ｓ

⑵　仕事率と電力
　●　電力量の単位は仕事と同じジュール。
　→　電力量は電気による全体の仕事の大きさを表す。
　●　電力の単位は仕事率と同じワット。
　→　電力は電気による仕事率。

仕事〔Ｊ〕
かかった時間〔ｓ〕

１Ｊ
１ｓ

⑵　動滑車による仕事
　●　糸を引く力はおもりにはたらく重力の　になる。
　●　糸を引く距離はおもりが持ち上がる距離の２倍になる。
　→　動滑車を使っても，直接持ち上げた場合の仕事の大きさと変わらない。
⑶　斜

しゃ

面
めん

やてこを使った仕事

　●　物体にはたらく重力よりも小さな力で動かせる。
　●　物体を持ち上げた高さよりも人が動かした距離は長くなる。
　→�　斜面やてこを使っても，直接持ち上げた場合の仕事の大きさと変わら

ない。
⑷�　仕事の原理　道具を使っても使わなくても，仕事の大きさは変わらない。
　→�　力が小さくなった分だけ，移動距離が大きくなる。

1
2

　　　　　　　次の問いに答えなさい。
□⑴　力の向きを変えるはたらきをする滑車を何といいますか。� 　　　　　　　　　　　　
□⑵　動滑車を使うと，糸を引く力はどうなりますか。� 　　　　　　　　　　　　
□⑶　動滑車を使うと，糸を引く距離はどうなりますか。� 　　　　　　　　　　　　
□⑷　道具を使っても使わなくても仕事の大きさは変わらないことを何といいますか。
� 　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　次の問いに答えなさい。
□⑴　１秒当たりの仕事の大きさを何といいますか。� 　　　　　　　　　　　　
□⑵　⑴の単位は何ですか。� 　　　　　　　　　　　　
□⑶　電気による全体の仕事の大きさを表す量を何といいますか。� 　　　　　　　　　　　　
□⑷　電気による仕事率を表す量を何といいますか。� 　　　　　　　　　　　　

動滑車

動滑車と糸の
質量を 0kgと
した場合

定滑車

▼滑車を使うときの力

100N

50N
50N50N

▼仕事と仕事率

10 秒 100N 20 秒 50N

10kg

1m

仕事〔J〕＝100N×1m＝100J
仕事率〔W〕＝ ＝10W100J

10s

5kg5kg

1m

仕事〔J〕＝（50N×1m）＋（50N×1m）
　　　　＝100J

仕事率〔W〕＝ ＝5W100J
20s

▼滑車を使うときの力

▼仕事と仕事率

２倍になる。

定滑車

ワット（Ｗ）

　になる。1
2

仕事率

仕事の原理

電力
電力量

2確認問題

3確認問題

学習3 仕
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率
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　／理科３年　63学

仕事〔Ｊ〕＝力の大きさ〔Ｎ〕

　　　　×力の向きに動かした距離〔ｍ〕

仕事率〔Ｗ〕＝
仕事〔Ｊ〕

かかった時間〔ｓ〕

　　　　　

1　水平面に質量500ｇの物体が置かれています。
□⑴�　この物体には５Ｎの重力がはたらいています。重力が物体にする仕事は

何Ｊですか。

□⑵�　この物体に垂直で上向きの５Ｎの力を加えて４ｍの高さまでゆっくり一
定の速さで持ち上げました。このときに物体がされた仕事は何Ｊですか。

□⑶　⑵の仕事をするのに８秒かかりました。このときの仕事率は何Ｗですか。

□⑷�　この物体に水平な向きの３Ｎの力を加えて，ゆっくり一定の速さで３ｍ
引きました。このときに物体がされた仕事は何Ｊですか。

□⑸　⑷の仕事をするのに６秒かかりました。このときの仕事率は何Ｗですか。
（計算スペースに使いなさい）

レベルＡ

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

1

公 式

❶�　仕事の単位はジュール（記号Ｊ）で，物体を１
Ｎの力で力の向きに１ｍ動かしたときの仕事が
１Ｊ。
❷�　道具を使ったときの仕事は，仕事の原理から

考える。
❸�　仕事率の単位はワット（記号Ｗ）で，１秒当た

りに１Ｊの仕事をしたときの仕事率が１Ｗ。
❹�　仕事率の単位はジュール毎秒（記号Ｊ/ｓ）を使

うこともできる。
　　　１Ｗ＝１Ｊ/ｓ

例�１　20Ｎの物体を重力に逆らって，ゆっくり一
定の速さで３ｍ持ち上げる仕事は何Ｊですか。

（計算）　20Ｎ×３ｍ＝60Ｊ
例�２　水平面上に置かれた物体を８Ｎの摩擦力に

逆らって，ゆっくり一定の速さで５ｍ引く仕事
は何Ｊですか。

（計算）　８Ｎ×５ｍ＝40Ｊ
例�３　例１の仕事を10秒で行った場合の仕事率は

何Ｗですか。

（計算）　　　＝６Ｗ

例�４　例２の仕事を４秒で行った場合の仕事率は
何Ｊ/ｓですか。

（計算）　　　＝10Ｊ/ｓ

60Ｊ
10ｓ

40Ｊ
4ｓ

０Ｊ

20Ｊ

2.5Ｗ

９Ｊ

1.5Ｗ

物体は静止しているので，移動距離は０ｍである。

５Ｎ×４ｍ＝20Ｊ

３Ｎ×３ｍ＝９Ｊ

⑶　 ＝2.5Ｗ20Ｊ
８ｓ

⑸　 ＝1.5Ｗ９Ｊ
６ｓ

計算のトレーニング　【仕事と仕事率】
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64　理科３年／　学

2　図１は，滑車と物体を直接床面か
ら10 cm引き上げる実験を，図２は，
同じ滑車を使ってひもを同じ速さで引
き，同じ物体を床面から10 cm引き上
げる実験を表したものです。物体の質
量は400ｇで，100ｇの物体にはたらく
重力の大きさを１Ｎとし，ひもや滑車
の質量，ひもと滑車の間にはたらく摩擦力などは考えないものとします。
□⑴�　図１のばねばかりが示した値は何Ｎですか。

□⑵　図２のばねばかりが示した値は何Ｎですか。

□⑶　図２で，ひもを引いた距離は何cmですか。

□⑷　図２で，物体がされた仕事は何Ｊですか。

□⑸　ひもを同じ速さで引いたとき，図１の仕事率は図２の何倍ですか。
（計算スペースに使いなさい）

　　　　　

3　図のように，傾きが30 °の斜面上の質量３
kgの物体を20秒かけてモーターで４ｍの高さ
まで一定の速さで引き上げました。100ｇの物
体にはたらく重力の大きさを１Ｎとして，物体
と斜面との摩擦や物体とモーターを結ぶひもの
重さなどはないものとします。

□⑴　ＡＢ間の距離（物体が斜面上を移動した距離）は何ｍですか。

□⑵　モーターが物体を引く力は何Ｎですか。

□⑶　モーターの仕事率は何Ｗですか。
（計算スペースに使いなさい）

レベルＢ

⑴

⑵

⑶

3

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

2

10cm

ばねばかり

ひも
滑車

物体

図 1 図 2

10cm
床床

モーター

3kg の物体

B

A
30°

4m

８ｍ

15Ｎ

６Ｗ

４Ｎ

２Ｎ

20ｃｍ

0.4Ｊ

２倍

角度が30°の斜面（斜面上を移動した距離は高さの２倍）だから，４ｍ×２。

ばねばかりが引く力と物体にはたらく重力がつり合っている。

動滑車を使うと，力は半分で済む。

力が半分なので距離は２倍になる。　10ｃｍ×２

２Ｎ×0.2ｍ＝0.4Ｊ

⑸�　図２では，図１の２倍の距離だけひもを引くので，
10ｃｍ引き上げるのにかかる時間が２倍になる。

⑵　４Ｎ× ＝２Ｎ１
２

⑵　30Ｎ× ＝15Ｎ１
２

⑶　 ＝６Ｗ15Ｎ×８ｍ
20ｓ

引く距離が２倍だから，力は半分になる。
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　／理科３年　65学

　�　図１のように，物体に20Ｎの力を加えて，
一定の速さで１ｍ持ち上げました。また，
図２のように，水平面上の木片に面に沿っ
た８Ｎの力を加えて，一定の速さで0 . 1ｍ
引きました。�

□⑴�　図１で，手が重力に逆らってした仕事
は何Ｊですか。　

□⑵�　図１で持ち上げた物体を，その位置で
持ち続けたときの仕事は何Ｊですか。

□⑶�　図２で，手が摩擦力に逆らってした仕事は何Ｊですか。
□⑷�　図２で，木片に４Ｎの力を加えたところ，その位置で静止したまま動き

ませんでした。このときに手がした仕事は何Ｊですか。

　�　右の図のように質量が無視できるてこを
使って，質量600ｇのおもりを0 . 2ｍ持ち
上げました。質量100ｇの物体にはたらく
重力の大きさを１Ｎとします。�

□⑴　おもりにはたらく重力は何Ｎですか。
□⑵　手がてこを押し下げる力は何Ｎですか。
□⑶�　おもりがてこからされた仕事は何Ｊですか。　
□⑷　手がてこを押し下げた距離は何ｍですか。
□⑸　⑷を求めたときに使った原理は何ですか。

　�　右の図のように，Ａは道具を使わずに，
Ｂは動滑車を使って，質量500ｇの物体を
0 . 2ｍ持ち上げました。このとき，手が真
上に動く速さはどちらも0 . 1ｍ/sで，動滑
車やひもの質量や摩擦力は無視でき，質量
100ｇの物体にはたらく重力の大きさを１
Ｎとします。�

□⑴　Ａ・Ｂで手がした仕事は，それぞれ何Ｊですか。　
□⑵�　Ａ・Ｂで物体を0 . 2ｍ持ち上げるのにかかった時間は，それぞれ何秒で

すか。　
□⑶　Ａ・Ｂで手がした仕事率は，それぞれ何Ｗですか。
　⑷　手のかわりに，モーターを使って物体を持ち上げることができます。
　□①　電気による全体の仕事の大きさを何といいますか。　
　□②　電気による仕事率を何といいますか。　

1

学習1

2

学習2

3

学習1～3

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

2

⑴

⑵

⑶

⑷

1

⑴ Ａ

Ｂ

⑵ Ａ

Ｂ

⑶ Ａ

Ｂ

⑷ ①

②

3

図1

20N 1m

図2
8N

0.1m

600g

0.2m

0.3m 0.9m

A B 

0.2m0.2m
500g 500g

20Ｊ

０Ｊ

0.8Ｊ

０Ｊ

１Ｊ

１Ｊ

２秒

４秒

0.5Ｗ

0.25Ｗ

電力量

電力

６Ｎ

２Ｎ

1.2Ｊ

0.6ｍ

仕事の原理

⑵，⑷　物体が力の向きに動いていない。

おもりがされた仕事と手がした仕事は大きさが等しい。

Ａの手は0.2ｍ，Ｂの手は0.4ｍ移動している。

20Ｎ×１ｍ

６Ｎ×0.2ｍ

単位がＪ。
単位がＷ。

５Ｎ×0.2ｍ

⑶　仕事率は，仕事を時間で割って求める。

８Ｎ×0.1ｍ

６Ｎ×0.3ｍ0.9ｍ

基 本 問 題
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66　理科３年／　学

　�　下の図のようにして，Ａ～Ｃの３人が質量５kgの物体をそれぞれ1 . 6ｍ持
ち上げました。質量100ｇの物体にはたらく重力の大きさを１Ｎとし，滑車
やひもの質量や摩擦などはないものとします。

□⑴　Ａが重力に逆らってした仕事は何Ｊですか。　
□⑵　Ｂがひもを引く力の大きさは何Ｎですか。　
□⑶　Ｂがひもを引き下げた長さは何ｍですか。　
□⑷　Ｃがひもを引き上げた長さは何ｍですか。
□⑸　Ｃがひもを引く力の大きさは何Ｎですか。
□⑹　　　　　道具を使ったときと使わないときでは，必要な仕事の大きさに

ついてどのようなことがいえますか。簡潔に書きなさい。
□⑺　Ａ～Ｃがひもを引く速さはどれも同じでした。このときのＡの仕事率を

Ａ，Ｂの仕事率をＢ，Ｃの仕事率をＣとすると，Ａ，Ｂ，Ｃの大小関係を
正しく表したものはどれですか。次のア～カから選びなさい。

　　ア　Ａ＜Ｂ＜Ｃ　　　イ　Ａ＜Ｃ＜Ｂ　　　ウ　Ｂ＜Ａ＜Ｃ
　　エ　Ｂ＜Ｃ＜Ａ　　　オ　Ｃ＜Ａ＜Ｂ　　　カ　Ｃ＜Ｂ＜Ａ

　�　右の図のように，滑車Ａ・Ｂを使って，質量1000ｇの物
体を持ち上げました。質量100ｇの物体にはたらく重力の
大きさを１Ｎとし，ひもの質量や摩擦などはないものとし
ます。

□⑴　滑車Ａ・Ｂをそれぞれ何といいますか。
□⑵　この物体を持ち上げるとき，ひもを引く力の大きさは

5 . 5Ｎでした。滑車Ａと物体にはたらく重力は，合わせ
て何Ｎですか。　

□⑶　滑車Ａの質量は何ｇですか。　
　⑷　ひもを0 . 1ｍ/sの速さで，10秒間引きました。
　□①　物体が持ち上げられた高さは何ｍですか。
　□②　物体を持ち上げる仕事は何Ｊですか。　
　□③　物体を持ち上げる仕事率は何Ｗですか。
　□④　物体と滑車を持ち上げる仕事は，合わせて何Ｊですか。

1

表現力

2

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

⑹

⑺

1

⑴ Ａ

Ｂ

⑵

⑶

⑷ ①

②

③

④

2

物体物体

B CA

1.6m1.6m

物体

1.6m 2m
5m

1000g

A

B

引
く

80Ｊ

25Ｎ

3.2ｍ

４ｍ

20Ｎ

道具を使っても

使わなくても，

仕事の大きさは

変わらない。

カ

⑷　5ｍ×　
⑸　　　

動滑車

定滑車

11Ｎ

100ｇ

0.5ｍ

５Ｊ

0.5Ｗ

5.5Ｊ

50Ｎ×1.6ｍ
50Ｎの半分。
1.6ｍの２倍。

5.5Ｎ×２
物体にはたらく重力は10Ｎ。

10Ｎ×0.5ｍ

11Ｎ×0.5ｍ

引く速さが同じ。→長く引くほど仕事率が小さい。

1.6ｍ
２ｍ

80Ｊ
４ｍ

練 習 問 題
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